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国内には野生ネコ科としてイリオモテヤマネコPrjo〃j/〃川be"gαﾉemjs

jrjomore"sisとツシマヤマネコＲＺＭ叩rjﾉ川が生息している。どちらも島喚に生

息しているが、その生息環境は大きく異なっている。単独性食肉目の行動圏の

面積や空間配置は、メスは餌資源の、オスは餌資源と繁殖相手となるメスの分

布・量によって影響を受ける（SandeII1986）ことから、異なる気候、地形、動

物相をもつ島喚に生息するこの２亜種間では、行動圏に関わる特性が異なるこ

とが予想される。そこで本研究では、これまで蓄積されている追跡データを用

い、１９８３年から2006年のイリオモテヤマネコと1994年から2006年のツシマヤ

マネコの定住個体の行動圏面積と空間配置の比較を行った。

イリオモテヤマネコの行動圏面積はオス４５±2.3ｋ㎡（平均±ＳＤ，ｎ=14)、メ

ス2.7±1.1ｋm2(､=8)であった｡行動圏の重複率は､オス間で13.0±16.8％(n=20)、

オス・メス間で５９６±28.8％（､=22)、メス間で21.5±240％（､=8）であった。

ツシマヤマネコの行動圏面積は、オス12.1±9.0ｋ㎡（n=4)、メス18±Ｏ７ｋｍ２

（､=3）であった。行動圏の重複率は、オス間で５１５％（､=2)、オス・メス間で

49.4±35.3％（､=8)、メス間で２３４±22.7％（n=4）であった。

以上のように、２亜種間でメスの行動圏面積と重複率はほぼ等しかった。これ

は両島喚ともメスが生息している地域の餌資源は豊富で一様分布しているため、

メスの行動圏が均一に分布し、行動圏面積もほぼ一定になったことが考えられ

る。西表島は亜熱帯性気候のため、ヤマネコの餌資源となる動物の種数も多く、

餌資源の分布や量は年中ほぼ安定している。対馬は温帯性気候のため、ヤマネ

コの主な餌資源となるネズミ類や鳥類の個体数は季節変動が大きく不安定で、

餌資源が安定して得られる場所は局所的になっている。メスはそのような場所

を未U用して生息しており、メスの生息地だけを考えるとどちらの島喚でも、餌

資源の様相が同様であったと考えられる。それに対して、オスは餌資源やメス

が豊富で均一に分布している西表では、行動圏は排他的になり、行動圏の重複

率が小さくなったと考えられる。一方、ツシマヤマネコではメスが“いい場所，，

に局在しているためオスの中には広範囲を動かざるを得ない個体が多くなり、

平均的に行動圏面積が大きく、行動圏の重複率が大きくなったと考えられる。


